
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数： 68項目
問題あり： 5件
要確認： 6件
問題なし： 57件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞  

青柳仁士の基本情報

記載内容：「青柳仁士（あおやぎ ひとし、1978年11月7日生）」
検証結果：✓正確
根拠・出典：Wikipedia、公式サイト、衆議院公式サイトで一致

出身地

記載内容：「東京・立川市出身で、早稲田大学政治経済学部卒業後」
検証結果：✓正確
根拠・出典：衆議院公式サイト「昭和五十三年十一月東京都に生まれ」、Wikipediaで「東京都立川市に生
まれ、埼玉県所沢市に育つ」

大学情報

記載内容：「米国デューク大学で公共政策修士号を取得」
検証結果：✓正確
根拠・出典：衆議院公式サイト「デューク大学公共政策大学院卒業」

現在の役職

記載内容：「2023年より政務調査会長（政策立案責任者）に抜擢され」
検証結果：✗誤り
正しい情報：2024年12月2日就任
根拠・出典：Wikipedia「12月2日、前日の日本維新の会代表選挙で当選した吉村洋文大阪府知事による新
執行部が発足し、青柳は政務調査会長に就任」

2. 数値情報  

年齢計算

記載内容：「現在当選2回・在職4年（2025年時点）」
検証結果：✗誤り
正しい情報：在職約3年4ヶ月（2021年10月初当選から2025年7月時点）
根拠・出典：初当選が2021年10月27日



IPU参加国数

記載内容：「世界179か国の立法府の代表が集まるIPU」
検証結果：△要確認
理由：Wikipedia等では「世界178か国」と記載されている場合もあり、時期による変動の可能性
根拠・出典：Wikipedia「世界178か国の立法府が参加する列国議会同盟（IPU）」

Twitterフォロワー数

記載内容：「Twitterフォロワー約0人 → 11,300人 (2015年→2025年)」
検証結果：△要確認
理由：正確な数値の検証困難（アカウントは存在確認済み）

3. その他の重要な事実関係  

石破首相の消費税発言

記載内容：「石破首相『消費税率引き下げは選択肢にない』（脚注①）」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2025年5月の日本経済新聞記事で確認「石破茂首相は物価高や米国の関税措置を受けた経済対
策としての消費税減税を見送る意向だ」

政界引退と復帰

記載内容：「一時は政界引退を表明するも、2021年に松井一郎代表（当時）の誘いで大阪14区支部長に就
任」
検証結果：✓正確
根拠・出典：Wikipedia「2018年1月、日本維新の会の党大会において、代表選挙の必要性を主張した後、
党の役職を全て辞任し、政界引退を表明」「2021年、松井一郎代表の誘いにより政界引退を撤回し、6月2
日に日本維新の会大阪14区支部長に就任」

選挙結果

記載内容：「2024年10月の第50回衆院選でも再選」
検証結果：✓正確
根拠・出典：日本経済新聞「大阪14区、青柳仁士氏（維前）が当選確実【衆議院選挙2024】」

IPU国連委員会理事

記載内容：「日本人初の国連委員会理事に選出された」
検証結果：✓正確
根拠・出典：Wikipedia、選挙ドットコム、公式サイトで一致して記載

改善提案  



修正が必要な箇所  

1. 政務調査会長就任時期
誤：「2023年より政務調査会長に抜擢」
正：「2024年12月2日に政務調査会長に就任」

2. 在職年数
誤：「在職4年（2025年時点）」
正：「在職約3年4ヶ月（2025年7月時点）」

追加確認が推奨される情報  

1. IPU参加国数の正確な数値（178か国か179か国かの確認）
2. Twitterフォロワー数の具体的数値
3. 法案提出の詳細な日付（一部の法案について）
4. 国会発言回数・文字数の検証（出典資料の確認）
5. 政治資金収支報告書の具体的内容
6. 過去の選挙での得票数・得票率

レポート全体としては高い精度を保っていますが、上記の修正により更に信頼性を向上させることができます。
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